
【
学
区
紹
介
】

稲
葉
地
学
区
は
、
中
村
区
の
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、

人
口
は
約
１
万
６
千
人
、
世
帯
数
は
約
８
千
３
百
世
帯
と

中
村
区
で
最
大
の
学
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
特
性
と
し
て
、
名
古
屋
駅
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、

住
宅
街
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の
建
物
も
多

く
高
齢
者
が
大
変
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
区
の
西
側
に
庄
内
川
が
流
れ
て
お
り
、
水
害
の
危
険
性

も
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

稲
葉
地
消
防
団
詰
所

が
建
っ
て
お
り
、
活
動

拠
点
と
な
っ
て
い
る

稲
葉
地
公
園
に
は
、
円

柱
状
の
巨
大
な
建
物

が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
建
物
は
、
ア
ク
テ
ノ

ン
の
通
称
で
呼
ば
れ
、

名
古
屋
市
都
市
景
観

重
要
建
築
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築

当
初
は
、
配
水
塔
と
し

て
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
、

図
書
館
に
改
造
さ
れ
、

現
在
は
演
劇
練
習
場

と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
消
防
団
の
沿
革
】

稲
葉
地
消
防
団
は
、
明
治
３
０
年
に
「
中
村
第
４
部
消

防
組
」
と
し
て
結
成
さ
れ
、
昭
和
１
４
年
に
「
稲
葉
地
警

防
団
」
に
改
組
、
昭
和
２
３
年
に
現
在
の
「
稲
葉
地
消
防

団
」
と
な
っ
た
歴
史
あ
る
消
防
団
で
す
。

【
消
防
団
活
動
紹
介
】

火
災
予
防
広
報
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
以
外
に
、
稲
葉
地

学
区
の
防
災
訓
練
、
女
性
部
会
へ
の
防
災
講
和
、
各
町
内

会
の
自
主
防
災
訓
練
な
ど
様
々
な
地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
紹
介
】

稲
葉
地
消
防
団
は
地
域
の
様
々
な
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
が
、
中
村
区
の
年
に
一
度
の
最
大
行
事
と
し
て
、
太

閤
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。
太
閤
ま
つ
り
は
、
豊
臣
秀
吉
の

生
誕
の
地
に
建
て
ら
れ
た
豊
國
神
社
で
開
催
さ
れ
、
豊
臣

秀
吉
を
偲
ん
で
行
わ
れ
る
ま
つ
り
で
す
。
ま
つ
り
で
は
、

豊
太
閤
頭
巾
行
列
や
出
世
稚
児
行
列
を
は
じ
め
、
様
々
な

行
列
が
繰
り
出
し
ま
す
。

太
閤
ま
つ
り
に
は
、

中
村
区
消
防
団
連
合

会
と
し
て
、
中
村
区
の

全
消
防
団
が
ま
つ
り

の
警
備
に
あ
た
り
ま

す
が
、
稲
葉
地
消
防
団

と
し
て
、
稲
葉
地
学
区

の
ひ
ょ
う
た
ん
み
こ

し
担
ぎ
に
も
地
域
の

住
民
と
と
も
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

稲
葉
地
消
防
団

【
中
村
区
】

ひょうたんみこし 
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